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山本一太群馬県知事

定例記者会見



本日の主な項目

◯ 感染状況 ＆ 緊急対策

◯ 電源群馬水力プラン(仮)の募集開始

◯ 32階 官民共創スペース 運営事業者決定



陽性者の感染経路
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外国籍と推定される方の感染経路
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新規感染者数 ： 90件
（感染者全体）

９月直近1週間

うち約７割が 外国籍と推定

外国籍と推定される方の感染経路
（9月直近１週間）



新型コロナ ９月の緊急対策パッケージ

３
緊急対策

家庭・事業者への注意喚起強化

2
緊急対策

外国籍の県民への情報発信強化

１
緊急対策

P C R 検 査 体 制 の 拡 充



検査体制の状況
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PCR検査 抗原検査
累計の検査数

１日当たりの検査数

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

PCR 38.8 67.7 30.0 47.7 80.3 149.3 148.4

抗原 ー ー ー 6.5 14.5 53.1 66.7

３月 ９月

帰国者・接触者外来 ２２ ２８ ヵ所

PCR検査センター なし １１ ヵ所

検査体制の整備状況



PCR検査体制の拡充

検査能力の倍増
10月中に

検査対象の拡大

感染が疑われる方に

幅広く

UP! SPREAD!

450件 900件

１
緊急対策



外国籍の県民向け情報発信の強化2
緊急対策

より分かりやすく ～ 感染防止対策に関するチラシの配布 ～１

市町村や地域企業等との連携 ～ 企業・宗教施設等の直接訪問 ～２

フェイスブックの活用 ～ 5言語での発信 ～３

群馬県

市町村
企業／宗教施設／外国人学校

小中学校／キーパーソン／飲食店 等

外国籍県民６万人③ Facebookの発信

② 企業・宗教施設等訪問

① チラシ配布



家庭・事業者への注意喚起強化３
緊急対策

・「ストップコロナ！対策認定制度」への申請・登録

・ 業界ごとの感染防止ガイドラインの遵守

◆ 回覧板や広報誌の活用

事業者に向けて

各家庭に向けて

◆ ダイレクトメール・メールマガジン等での呼びかけ

◆ 感染者が出た場合の対応リーフレット配布

・ 家庭内での感染防止対策

（ 定期的な喚起、共用部分の消毒等 ）



＜警戒度移行の判断基準 客観的な数値＞
項目 内容※ 現在値

（9/16）
過去最高値
(7月以前)

１

感
染
状
況

(1)新規感染者数 平均２０人/日 12.9人 11.3人

(2)経路不明の感染者数 感染経路不明５０％ 45.6% 50.0%

(3)検査の陽性率 平均７％ 4.0% 18.9%

２
医
療
提
供
体
制

(1)重症例への診療体制
①人工呼吸器使用 １／２ 23台中0台 －

②うちＥＣＭＯ使用 １／３ 9台中０台 2

(2)病床の稼働率（302床中）
警戒度１１５％未満 警戒度２１５％以上

警戒度３４０％以上 警戒度４７０％以上
29.8% 74.8%

※各判断基準は、現状の医療提供体制を逼迫させないことを基にしているため、今後の体制整備の進展に合わせ、基準も変動します。
※(1)～(3)は1週間の移動平均。



医療従事者がコロナウイルスに感染した場合

感染者に関する情報公開

＜理 由＞

・基礎疾患を持つ人との接触機会が特に多いため、

早急な封じ込めが不可欠

原 則

勤務先の医療機関名を公表



電源群馬水力プラン(仮) 募集開始

群馬県

県内の事業者(特別高圧・高圧)
対象

CO2ゼロの電気による地産地消の電力メニューを創設
県営水力発電所の

月 供給 START!!

標準料金 環境付加価値分1.02円/kWh￥
料金単価



電源群馬水力プラン(仮) イメージ

東京電力で 9/17 から受付開始



運営事業者

有限責任監査法人トーマツ

デジタル技術を活用して「アイデアを形にしたい」人々と、
それを支援する人や企業が集まり・交流し、

新しいビジネスの創出や社会の変革に繋げていく

12月下旬 利用開始予定
工事・開設準備 ：10～12月
※ ロゴ・名称は今後選定

CONCEPT

県庁舎32階 官民共創スペース（イノベーションハブ）



Digital
×

教育
健康

観光
etc

突き抜けループ (デジタルとアイデアが融合し、新たな価値を生み出すループ）

Gunma Prefectural Government
Digital Transformation Division

①イノベーションハブ
場所・情報・人脈の提供

価値を認知され
他に影響・刺激を
与えられる存在に

アイデアを
形にしたい人

集まる
発見する
つながる

事業化
起業

②県内外の企業、地域に根ざして
活動する団体等との連携

社会の変革

③成果・体験の発信・共有
さらなるアイデアの創出を喚起

「突き抜けループ」を動かす

起爆剤

イノベーションハブ運営基本コンセプト



ゲスト

須藤和臣
館林市長

令和２年９月17日（木）
19時50分～
tsulunos で ライブ配信


